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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部【企業情報】 
第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

回次 
第92期 

第１四半期連結 
累計期間 

第93期 
第１四半期連結 
累計期間 

第92期 

会計期間 自平成23年４月１日 
至平成23年６月30日 

自平成24年４月１日 
至平成24年６月30日 

自平成23年４月１日 
至平成24年３月31日 

売上高（百万円）  13,098  10,306  40,637

経常利益（百万円）  2,471  688  1,224

四半期（当期）純利益（百万円）  1,514  411  7

四半期包括利益又は包括利益 
（百万円） 

 1,489  252  167

純資産額（百万円）  33,494  31,899  31,818

総資産額（百万円）  55,206  49,765  49,326

１株当たり四半期（当期）純利益金
額（円） 

 53.78  14.90  0.27

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

 －  －  －

自己資本比率（％）  60.7  64.1  64.5

２【事業の内容】 
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 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券
報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。  

 （１） 業績の概況 
 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興関連需要が堅調に推移し、企業収益が改善しつ
つあるなか、設備投資や雇用・所得環境、個人消費等は緩やかな増加基調で推移いたしましたが、欧州債務危機の長
期化による世界経済の減速への懸念は継続しており、為替円高等も相俟って先行き不透明な状況にあります。 
 医薬品業界におきましては、本年４月に業界平均6.00％の薬価基準引き下げが実施され、一般名処方加算等後発医
療用医薬品の使用促進策が推し進められるなど医療費抑制の要請は強まり、また企業間競争の激化など、引き続き厳
しい状況で推移いたしました。 
 このような状況のもと当社グループでは、当期を最終年度とする中期経営計画「ASKA PLAN 2012」の方針に基づ
き、医薬品事業を中心に本年４月から実施された企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインの遵守他適正な
医薬情報活動を推進し、震災により影響を受けた市場の回復に努めましたが、前年同期は取引先における震災後の安
定供給の要請を受けて、一時的な出荷増があったこともあり、売上高は103億６百万円（前年同期比21.3％減）とな
りました。 
 医療用医薬品分野では、本年６月に新製品として甲状腺ホルモン剤「チラーヂンＳ錠」の新規格ならびに後発医療
用医薬品３品目を上市いたしましたが、売上高は93億３千４百万円（前年同期比23.7％減）となりました。 
 動物用医薬品分野では、承継した畜水産事業の統合をさらに推進し、繁殖と栄養の組み合わせにより相乗効果の発
揮に努めました結果、売上高は９億１千３百万円（前年同期比13.3％増）となりました。 
 そのほか、検査、医療機器、食品等の売上高は５千７百万円（前年同期比9.9％減）となりました。 
 利益面では、販売費及び一般管理費は減少しましたが、売上高減少および売上原価率増加の影響により、営業利益
５億８千６百万円（前年同期比75.3％減）、経常利益６億８千８百万円（前年同期比72.2％減）および四半期純利益
４億１千１百万円（前年同期比72.8％減）とそれぞれ減益となりました。 
   
 （２） 財政状態  
 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ４億３千８百万円増加し、497億６千５
百万円となりました。これは受取手形及び売掛金等は減少しましたが有価証券等が増加したためであります。 
 負債につきましては、３億５千８百万円増加し、178億６千５百万円となりました。これは賞与引当金等は減少し
ましたが支払手形及び買掛金等が増加したためであります。 
 純資産につきましては、８千万円増加し、318億９千９百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上に伴
い利益剰余金が増加したためであります。 
 その結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.4ポイント低下し64.1％となっております。 
  
 （３） 事業上および財務上の対処すべき課題 
 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  
 （４） 研究開発活動 
 当第１四半期連結累計期間における研究開発費総額は、８億８千９百万円であります。 

第２【事業の状況】 
１【事業等のリスク】 

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

第３【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  90,000,000

計  90,000,000

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成24年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式  30,563,199  30,563,199
東京証券取引所 
市場第一部 

単元株式数 
1,000株 

計  30,563,199  30,563,199 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

（４）【ライツプランの内容】 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式
総数増減数 
（株） 

発行済株式
総数残高
（株） 

資本金増減
額 
（百万円） 

資本金残高 

（百万円） 

資本準備金
増減額 
（百万円） 

資本準備金
残高 
（百万円） 

平成24年４月１日～
平成24年６月30日 

 －  30,563,199  －  1,197  －  844

（６）【大株主の状況】 
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   当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、
記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお
ります。 

①【発行済株式】 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数１個）
が含まれております。 

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口（以下「信託口」という。）が
所有する当社株式575,000株（議決権の数575個）が含まれております。なお、会計処理上は、当社と
信託口は一体であると認識し、信託口が所有する当社株式を自己株式として計上しております。 

②【自己株式等】 

（注）自己株式には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口・75502口）が所有
する当社株式575,000株は加算しておりません。  

 該当事項はありません。 

（７）【議決権の状況】 

   平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － －  

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   2,399,000 － 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式（その他） 普通株式    27,980,000  27,980 同上 

単元未満株式 普通株式      184,199 － － 

発行済株式総数  30,563,199 － － 

総株主の議決権 －  27,980 － 

  平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

あすか製薬株式会社  
東京都港区芝浦２
丁目５－１  

 2,100,000  －  2,100,000  6.87

株式会社あすか製薬
メディカル  

川崎市高津区下作
延５丁目36－１  

 299,000  －  299,000  0.97

計 －  2,399,000  －  2,399,000  7.84

２【役員の状況】 
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府
令第64号）に基づいて作成しております。 
  

２．監査証明について 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 3,873 4,526 
受取手形及び売掛金 ※2  8,629 ※2  7,853 

有価証券 195 1,194 
商品及び製品 7,294 7,689 
仕掛品 1,144 1,202 
原材料及び貯蔵品 1,755 1,677 
その他 1,319 1,098 
貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 24,210 25,242 
固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 5,072 4,998 
その他（純額） 7,499 7,341 
有形固定資産合計 12,571 12,340 

無形固定資産 2,138 1,947 
投資その他の資産   
投資有価証券 5,014 4,779 
その他 5,465 5,534 
貸倒引当金 △122 △122 

投資その他の資産合計 10,357 10,191 

固定資産合計 25,067 24,478 
繰延資産 47 43 
資産合計 49,326 49,765 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 ※2  5,356 ※2  5,943 

短期借入金 ※4  108 ※4  108 

未払法人税等 59 160 
賞与引当金 997 509 
その他の引当金 219 220 
その他 ※2  2,387 ※2  2,599 

流動負債合計 9,129 9,540 
固定負債   
長期借入金 ※4  1,232 ※4  1,232 

退職給付引当金 6,325 6,409 
その他の引当金 312 318 
その他 508 364 
固定負債合計 8,378 8,324 

負債合計 17,507 17,865 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   
株主資本   
資本金 1,197 1,197 
資本剰余金 845 845 
利益剰余金 32,273 32,491 
自己株式 △2,595 △2,573 

株主資本合計 31,720 31,960 

その他の包括利益累計額   
その他有価証券評価差額金 88 △69 

その他の包括利益累計額合計 88 △69 

少数株主持分 9 8 
純資産合計 31,818 31,899 

負債純資産合計 49,326 49,765 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 13,098 10,306 
売上原価 6,651 5,733 
売上総利益 6,446 4,572 
返品調整引当金繰入額 2 1 
差引売上総利益 6,444 4,571 

販売費及び一般管理費 4,065 3,984 
営業利益 2,378 586 
営業外収益   
受取利息 △2 0 
受取配当金 59 54 
不動産賃貸料 55 51 
その他 12 10 
営業外収益合計 125 117 

営業外費用   
支払利息 11 1 
不動産賃貸費用 13 8 
開業費償却 3 3 
その他 3 1 
営業外費用合計 33 15 

経常利益 2,471 688 

税金等調整前四半期純利益 2,471 688 
法人税、住民税及び事業税 332 128 
法人税等調整額 624 149 
法人税等合計 956 277 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,514 410 

少数株主損失（△） － △0 

四半期純利益 1,514 411 
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,514 410 
その他の包括利益   
その他有価証券評価差額金 △25 △158 
繰延ヘッジ損益 △0 － 

その他の包括利益合計 △25 △158 

四半期包括利益 1,489 252 

（内訳）   
親会社株主に係る四半期包括利益 1,489 253 
少数株主に係る四半期包括利益 － △0 
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（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 
 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取
得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 
 なお、この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影
響は軽微であります。 

  

１ 保証債務 
 従業員の財形制度による住宅資金等の金融機関借入金に対し、債務保証を行っております。 

  
※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 
 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした
が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次の
とおりであります。 

  
３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引金融機関５行とコミットメントライン契約を締結しており
ます。 

  
※４．従業員持株ＥＳＯＰ信託に係る借入金残高は、次のとおりであります。 

  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半
期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま
す。 

   

【会計方針の変更等】 

【注記事項】 
（四半期連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成24年６月30日） 

従業員（住宅資金借入債務）  百万円 51 従業員（住宅資金借入債務） 百万円 50

  前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成24年６月30日） 

受取手形 百万円 75 百万円 60
支払手形  42  43
流動負債「その他」（設備支払手形）  36  141

  前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成24年６月30日） 

コミットメントライン契約の総額 百万円 2,000 百万円 2,000
借入実行残高  －  －

  前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成24年６月30日） 

短期借入金 百万円 58 百万円 58
長期借入金  232  232

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

減価償却費 百万円 627 百万円 571

4514/2013年-11-



Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 
   配当金支払額 

  
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 
   配当金支払額 

 （注）配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口に対する配当金４百万円を含めておりません。  

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 
 当社グループの報告セグメントは「医薬品事業」のみであるため、記載を省略しております。 

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 

２．当第１四半期連結累計期間の「１株当たり四半期純利益金額」の算定にあたっては、従業員持株ＥＳＯＰ
信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上しているため、「普通株式
の期中平均株式数」から当該株式数を控除しております。 

  

  
   該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。  

（株主資本等関係） 

  
  
（決議） 

株式の種類 配当金の総額 （百万円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日 
定時株主総会 

普通株式  197  7  平成23年３月31日  平成23年６月30日 利益剰余金  

  
  
（決議） 

株式の種類 配当金の総額 （百万円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式  193  7  平成24年３月31日  平成24年６月29日 利益剰余金  

（セグメント情報等） 
【セグメント情報】 

（１株当たり情報） 

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 53 78 円 銭 14 90

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  1,514  411

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  1,514  411

普通株式の期中平均株式数（千株）  28,163  27,604

（重要な後発事象） 

２【その他】 
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているあすか製薬株式
会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。  
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
  
監査人の責任  
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。 
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  
監査人の結論 
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、あすか製薬株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。  
  
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。  

以 上 
  
  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成24年８月８日

あすか製薬株式会社 

取締役会 御中 

  清陽監査法人       

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士  斉藤 孝  印     

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士  中市 俊也  印    

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士  槇田 憲一郎  印    

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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